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2.龍谷大学ボランティア・ NPO活動センター規程

(設 iit)

制 定平成13年3月 1日

一部改正平成15年5月15日

平成17年7月21日

平成191F9月27日

第 1条 木学にボランティア・ NPO活動セ ンター (以下 「センター」という。)を附く 。

( 1=1 的)

第2条 センターは、営不IJを目的としないボラ ンテイア活動を通じて、相互に学び合うサーピスラー

ニングと いう共生の理念を具現化し、 本学の教育研究に寄与ーすることを目的とする。

(司L 業)

第3条 センターは、前条の目的を遂行するために、次の事業を行う。

(1) ボランティア .NPO活動を通じた人材育成及び教育支援に関する事項

(2) 本学の教育研究活動とボランテ イア ・NPO前動との辿携に関する事項

(3) 本学の教育研究に相応するボランティア .NPO活動の環境挫備に関する中立i

(4) その他、ボランテイア 'NPO活動セン ター委員会が必要と認めた事項

(役職者)

第4条 センタ ーに、次の役職者を 1~ く 。

(1) センター長 1名

(2) /.iIJセンター長 2名

(センター長)

第5条 センター長は、セ ンターの業務を統抗し、センターを代表する。

2 センター長は、専任の教育職員のrl1から、 学長が指名する。

(日IJセンター長)

第6条 I，¥IJセンター長は、センター長を補佐し、セ ンター長が事故ある場合又はセンター長が欠けた

場;11'は、 センター長の職務を代理又は代行する。

2 j，¥1Jセンター長は、専任l隙貝の中からセンター長が推薦 し、学長が委嘱する。

(委μ会)

第ア条 センターは、第3条に規定する事業を迎営するために、ボランテイア .NPO 前rruJセンタ ー

委u会(以下 「委員会」と いう。)をitfく。

2 委員会の桃成は、次のとおりとする。

(1) センタ ー長

(2) 副セ ンター長

(3) センタ ー長の推薦する専任職員 若干名

(4) センタ 一事務部長

3 委u会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。

(任 JUJ)

第8条 センター長、 副センター長及び委u会委μの任期は2年とし、再任を妨げない。

(委u会の招集)

第9条 委只会は、 センター長が招集し、議長となる。

(引業報告)

第10条 センター長は、セ ンターが実施した:[Ji.殺について、毎年、 学長に報告告:を拠/1¥しなければな

らない。



龍谷大学ボランティア・ NPO活動センタ一規程

(事務)

第11条 センターの事務を処理するために、ボランテイア.NPO活動センタ一事務部(以下「センター

事務部Jという。)を置く。

2 センター事務部に、必要な事務職員を置く。

付則

この規程は、平成13年4月11:1から施行する。

付則(平成15年5月15日第11条改正)

この規程は、平成15年4月1日から施行する。

付則(抄) (平成17年7月21日題名、第 l条、第3条、第7条、第11条改正)

1 この規程は、平成17年7月21日から施行する。

この規程は、平成19年10月1日から施行する。

95 



96 

3. 2011年度龍谷大学ボランティア・ NPO活動センター名簿

センター委員

訟向泰勝(センター長経済学部 ・教授)

金子裕一郎 (刷センター長経済学部 ・教授)

手11川 恭幸 (文学部 ・准教授)

相{山 JI?~英(経営学部・教授)

111川 作(社会学部.tH~教授)

717川 秀夫(匝l際文化学部・教授)

谷主i.Ii;.人(政策学部 ・講師)

|以11 ;('[;彦(;知u明大学部・教授)

石川 述也(事務次長)

l人1 }a~ 多忠 (REC事務部)

山川 花司(保健管理センター)

illiHI 俊子(理工学部)

事務スタ ッフ

大:(_i洋史(謀長)

竹111純子(コーデイネーター)

竹村 光世(コーデイネーター)

西山 祈恒(コーデイネーター)

ヒギンズ l、川英(コーデイネーター)

学生スタッフ (2011年度計91名)

〈深草学舎 40名〉

イld(1 他志 (法学5)竹本真梨(法学4)撒|期っかさ (法学4)平形 駿(経済4)

mljl 大樹 (文学4)松本美紗子(経済4)佐々木美央 (文学4)増見 知香(法学4)

藤博 良介 (経済4)片岡華絵(文学3)向井出大(文学 3)本多美単(文学 3) 

附村 謀総(法学3)池上良平(法学3)水口祐奈(文学3)池内苑太(法学 3) 

:;)1:向相続(文学3)上回智史(経営3)兵鍋 元(法学3)板野裕子(文学2)

持佐英美(短大 2)義阿 夢(短大2)篠原成生(経営2)上aIlE祐美(文学2)

山林 山 (法学2)対-治盟名(文学2)高松秀樹(法学2)二川 紀子(文学 1) 

前日l 剛志(政策 1)北川 亮輔(文学 1) 根 縫 凌15(政策 1)峰松催丞(文学 1) 

後迫治基(経済 1)奥野悦子(短大 1)竹閉伊織(短大 1)杉田あずさ(文学 1) 

宮岸李奈(政策 1)熊倉エリ(政策 1) 蹟 瀬 令 奈 (政策 1)富永玄哲(政策 1) 

〈瀬田学舎 51名〉

日間 ~i1人 (社会 4) 佐々木綾 (社会 3 ) 歌藤 智弥 (国際 3 ) 小島正雌 (社会 3)

玉iiI友圭子(国際3)深水雅士 (社会3)笹測賢人 (理工3)谷川 大樹(理工3)

肯川 諒(社会3)乾 良輔(理工3)藤岡華保 (社会3)上野 1=1-1羽l(社会3)

背任1 il ~J平(社会 3 ) 紺l谷勇介(社会 3) 香月郁美(社会 3) 辻川村世 (国際 3 ) 

m1tl千紗背(国際3)羽村美咲(社会3)藤森のどか(社会3)月旧 忠(社会 3) 

三illi 千住(社会 3)架原啓拓(社会 2)天野 |脱裕 (型工2)背木 大(製工 2)

徳川口子(1垂11際2)袈本布"香(国際2)杉山麻且l存(国際2)古川 裕i'.t(1主|際2)

河内抗之(国1~~2) i!Y牟櫨智美(社会2)岡田太武(型II工 2)安藤弘志(理工 2)



龍奇大学ボランティ7・NPO活動センター名簿

日原千尋(社会2)馬場異質子(国際2)佐藤麻耶(国際2)安平昂志(社会2)

松野 嵩(国際2)山本美帆(国際2)近藤長吾(理工 1)諸岡龍馬(社会 1) 

河潟倫子(社会1)岸本 慧(理工 1)新子期平(社会 1)藤村・由香(社会 1) 

回遊 岬(社会 1)森口堅右(社会 1)北岡なつみ(社会 1)南伸之介(社会1)

岡本和也(国際1)若松隼平(社会 1)探聞修介(国際 1) 
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J

J

を
取
り
寄
せ
た
。

間

食

龍

大

で

販
売
会

.2

uu

午
前

ω時
の
販
宛
開
始
か
ら
学
往
や
救
U
、

r
H
'

レ

市
民
が
列
を
つ
く
り
、
「
現
地
の
力
に
な
れ
ば
」

ン

E
，

，

と
商
品
を
選
ん
だ
。
せ
ん
ぺ
い
や
廓
人
し
た
字

メ

P
R
U

治
市
の
高
関
鍔
平
さ
ん
(
お
)
は
「
稲
島
県
の

腸

、，
H

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
、
少
し
で
も

一

、

支
援
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

ラ

'
M

商
品
を
販
売
し
た
郎
大
4
年
の
平
形
容
同
』
ん

ぢ

b
p
h同

(
幻
)
は
「
自
分
が
で
さ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、

Y

E
C
長
く
続
け
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。
売
り
上
げ

月

九

ノ

は
金
額
被
災
地
に
送
る
。
内
面
ま
で
。
午
前

ω

窪

1A司

白

時
1
午
後
工
時
半
。

6
;
8日
は
大
砂
市
の
瀬

‘、

回
キ
ャ
ン
パ
ス
で
仔
つ
。
(
江
務
均
)

京都新1m20111ド6月1日
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冬
を
迎
え
た
東
日
本
大
飯
災
の
被
災
地
へ
の
支
緩
訴
獅
が
、
京
都
の
大
学
で
続
い
て
い

る
。
関
谷
大
で
は
日
臼
、官
媛
県
石
株
主
巾
雄
勝
町
の
物
産
市
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
始
ま
っ
た
。

立
命
館
六
は
今
月
下
旬
に
蜜
乎
瓜
滋
野
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
を
走
ら
せ
、
鋭
生
が
サ

ン
タ
と
な
っ
て
仮
設
住
宅
を
回
る
。

置怒沼窪ヨ

，.<Cfζ 

の
学
生

雌肪町特産の母宅や乾物矧などをII&?I目する物産市

(~r，ß市伏見区・目白谷六潔i:;キャンパス)

l
・

一
情
に
寄
り
綴
っ
た
ボ
ラ
ン
一
金
訴
鰯
や
積
H

震
物
産
皮
一1
時
半
か
ら
、
石
巻
山
彦

震

災

復

興

大

学

の

役

割

は

一
テ
ィ
ア
活
動
を
強
制
し
一の
盟
、
現
地
で
の
被
災
一大
の

護

謀

容

器

一
た
。
姿
を
亡
く
し
た
卵
性
一
家
阪
の
片
付
け
や
側

mm一大
教
綬
ら
に
よ
る
前
胤
制
を

伏
見

・
容

大

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

考

え

る

一の
被
災
住
宅
の
片
付
け
一
知
の
撃
を
紹
介
し
た
。

一行
う
。
露

。

一を
、
あ
え
て
少
人
数
で
時
一
幻
自
ま
で
。
向
日
午
後
一

(
線
対
巡
〉

興
合
大
が
主
催
す
る
東
一聞
を
か
け

τ行
い
、
別
性
一

日
本
穴
由
民
仮
復
興
支
援
フ
一
の
要
望
を
丁
寧
に
聞
け
る
一

畠

方

l
ラ
ム
「
震
災
復
興
に

一
よ
う
に
-溺
愛
し
た
事
例
な
一

‘
果
た
す
大
学
の
役
制
」
が
一
ど
を
報
告
し
た
。

一

辺
目
、

京
都
市
伏
見
区
の
一
阿
部
さ
ん
は
、
岡
市
災
一

同
大
学
深
n
L
f
ャ
ン
パ
ス
一
倍
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
一

で
始
ま
っ
た
。
相
自
は
約
一ー
を
通
じ
T
治
動
し
た
ボ
一

-
m人
の
営
企
ら
が
被
災
地
一
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

一

圃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
一
「
京
都
か
ら
の
参
加
者
が
一

圃
ど
の
報
告
に
耳
を
傾
け
一

7
月
は
会
闘
で
鍛
多
だ
っ

一

，
た
。

一

た
」
と
感
開
し
「
復
興
は
一

義
弘
実
吊
社
会
裕
一
塁
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
一

.
祉
協
波
会
の
災
笛
復
興
支
一
泡
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
一

援
対
策
際
長
補
佐
、
阿
部
一
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
一

由
紀
さ
ん
は
被
災
者
の
心一

興
合
大
の
学
生
は
、
募
一

学
生
ら
を
附
に
、
宮
媛
県
石
懲
市
で
の
必
フ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
向
市
社
会
得
祉
協
償
金
の
阿

部
さ
ん

(向
Mm市
伏
見
区
・
関
谷
大
〉

Eこコ
ご Eヨ
〆1工ロー

大石巻物産市や泥流い

立命大 遠野でボランティア

百E
京都新11rJ2011年10月23il

一一兜
、
す
ず
り
の
泥
を
洗
い

一説
明
と
し
た
法
舘
お
3
年
遡

一
見
縫
斗
さ
ん
(
包
)
は
「
回

一地
は
が
れ
き
が

一
郎
残
る

一が
、が
ら
ん
と
し
て
い
た
。

，
，

L

F

一1
倒
で
も
買
っ
て
生
活
百
円

、

一

'

h

一F=弓
一
慾
に
協
力
を
」
と
呼
び
か

L
J
企
凶
一
・

2
4
一
り
て
い
た
。

勺
，

r

-
『

4ι
十
九

一
物
産
市
は
、
凶
日
は
大

.
‘
.
，

-
-m市
の
掴
刑
囚
キ
ャ
ン
パ

間
大
は
緩
勝
町
に
ボ
ラ
一ス
、
ゆ
自
に
京
都
市
下
京

ン
テ
ィ
ア
パ
ス
を
2
回
出
一区
笠
穴
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で

し
、

学
祭
自
体
一
塁
一午
前
日
撃

1
午
後
1
時

産
抵
が
あ
っ
た
硯
の
石
紡
一半
に
行
う
。

約
l
万
3
千
枚
を
絞
っ

一

立
命
館
大
は
引
i
m日

た
。

一と
お
臼
i
来
年
1
角
3
臼
一生
た
ち
が
ザ
ボ
1
ト
す

地
元
の
溺
応
主
た
ち
が
一に
パ
ス
を
巡
行
す
る
。
現
一る
。

再
興
し
た
市
場
「
お
が
つ
一
地
の
N
PO
と
巡
剛
山
し
、
一
立
命
館
災
岱
復
興
十
V

療

臨
こ
事
」

に
努

、
す
玄
海
沿
岸
の
被
災
地
で
一
言
語
地
に
器

禁

ず
り
ゃ
昆
布
、
わ
か
め
ス
一
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
一
少
な
く
、

学
生
が
い
る
だ

l
プ
な
と
お
点
を
キ
ャ
ン
一
を
届
け
た
り
、
餅
つ
き
な
一
げ
で
活
気
が
出
て
く
る
。

パ
ス
で
出
張
販
売
す
る
こ
一
ど
笠
木
年
始
の
催
し
を
盛
存
保
み
も
パ
ス
を
走
ら
せ

と
に
し
た
。

一
り
ト
砂
る
。
窓
族
や
友
人
一
て
、
支
綬
を
続
け
た
い
」

旧
日
は
京
都
市
伏
見
区
一
を
失
っ
た
被
災
者
が
孤
独
一
と
隠
し
て
い
る
。

の
抑
諮
キ
ャ
ン
パ
ス
明
直
一轡
を
開
閉
め
な
い
さ
つ
、
竺

S
M州
首
剛
)
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日
は
1
週
間
か
ら
1
カ
月
の
知

期
だ
っ
た
が
、
仙
台
市
の
川
護

で
来
年
3
月
ま
で
滞
在
す
る
。

方
区
被
災
地
の
公
民
館
や
体
育
館
な

多
見

-
ど
の
修
理
に
悦
わ
る
。

宮
伏

一

、
=
一
(
松
川
早
川
実
、
姻
田
浩
一
)

立
た

-

で
つ

売
だ

阪
気

回開
人

産
が

符
ン

の
メ

ぬ

一

縮
ラ

福
島
の
特
産
品

食
べ
て
支
援
を

な
ど
約
加
棚
知
。
法
学
部
3
年

一の
蹴
田
川
好
設
さ
ん
(
却
)
は

一
「
実
家
の
静
岡
に
は
浜
岡
原
発
一

一
が
あ
る
。
福
島
の
出
家
の
苦
し
一

来
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
み
は
ひ
と
ご
と
で
は
な
い
」
と
一

く
3
カ
月
。

1
目
、
被
災
地
支
大
山
で
P
R
。

3
日
ま
で
制

控
の
動
き
が
各
地
で
あ
っ
た
。
け
、
収
益
は
被
災
地
へ
送
る
。

福
助
第
一
原
発
の
事
故
で
風

一

府
庁
(
上
京
区
)
の
食
堂
に

評
被
害
に
苦
し
む
被
災
者
を
応
一
は
、
福
・
凶
県
産
の
野
菜
を
使
つ

躍
し
よ
う
と
、
胞
谷
大
の
学
生

一
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
し

ゃ
主
以
区
の
N
P
O団
体
「
J

-
た
。
初
円
は
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ト

I
P
P
O」
は
、
制
山
県
の
特
マ
ト
を
使
っ
た

「野
諜
た
っ
ぷ

産
品
の
販
見
を
伏
比
区
の
大
学
り
枠
々
鴻
(
パ
ン
パ
ン
ジ
!
と
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
始
め
た
c

7

日
ま
で
、
昼
食
時
に
印
食
限

計
画
的
避
難
区
坂
に
指
定
さ
定
で
販
売
す
る
。

れ
た
川
保
町
で
毘
災
前
に
と
れ
京
都
市
は
、
仙
台
市
に
服

u

h

』
ト
マ
ト
そ
必
つ
ヒ
J

ト
ル
ト

1
人
を
及
羽
成
治
し
に
。
こ
札

カ
レ
ー
や
、
必
多
方
ラ
ー
メ
ン
ま
で
派
逃
し
た
下
人
を
起
す
職

参加学生の「束ね役」
龍谷大ボランティアNPO活動センターの学生スタ ッフ、

松野嵩さん(23)は、大部祭に参加する約40人の学生ボラン

ティ アを束ねる。香川県丸亀市出身で、「迫力のある曳山を

ひいてみたいJと昨年の祭りに曳き手として初めて参加し

た。2回生になった今年はもっと学生に祭りを知ってほし

いとの思いで運

営側にまわり 、

祭りの魅力を学

内でアピールし

てボランティア

集めに奔走し

た。「事故を防い

で祭りを盛り上

げ、伝統を守っ

ていきたいJ。

朝日新IJH20日年6JJ2FI

l:VJ日新1m2011年10H4日
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プ
ー
ル
子
、
J

ウ

f
lク

U
Hn

キ
一
仰
に
、
山
皿
作仲
存
ト
利
川
し
て
山
山
口

ι大
m
H
災
の
被
災
地
で

4
4
凶
胞
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
心
名
〉
向
け
の

mmh一一が、
n
門
地
で
に
ざ

わ
つ
司
、
ド
る
一
必
切
な
袋
備
や
滋
災
行
と
向
さ
A
U
う
た
め
の
心
情
え
を
ゆ
ザ
び
、
被
災
池
の
状
況

や
ニ
ー
ズ
も
例
報
収
mN
で
き
る
の
が
利
点
。
主
側
者
側
は
「
以
前
の
納
備
を
し
っ
か
り
滋
え
、

引
射
能
で
ぬ
む
を
乍
か
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

被
災
地
で
の
装
備
、
心
構
え
学
ぶ

#!I 

W G¥V搾え各地で説明会

ボランティア入門盛況
4T% 

強
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
あ

υ芳
巳
つ
い
て
同
心
に
百
を
附
け
る

学
生
た
ち
叫
吋
、

t
n
h乃
胞
6
λ
傭

E
ア
得
て
ザ

I
同
い
司
会
樋
草

読売新附l2011 {ド4)J 2611 
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霊
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NPOと協力校内で物産品販売
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念均ス提2存主管ちら誇示目算百二部霊祭チ山 戸一ー 大る

ggEFt11g寝泊528??諸説大1331東日本大震災

主要2HzqEれ持訪問手匂足巨宗 |津 12挙委
校2322鍔味鋭ga諸説22!の1322

1; 号
実お

fE凶伊 希
1 71:Lh長望

ii各誌 Bii孝
治活躍 告

iifiiuj詩話題 詰
;ii;i祭!?器j套

2011il:: 6月7日

~Zm・ーーーーーーーーー唖置
•• •• 
街頭募金を行う
Rn谷大学生

歌藤智弥さん

r..t.!日本大震災の復興支m義

健金にと協力お願いします」

絡の太子詳ボランティア .NP .r.....¥ 
O活動センターの学生スタッフとして大学や街頭で

持金活動を行い、学生や市民に協力をl呼びかりた。

「震災3翌Hからすぐに何かしはければと仲閲で話

し《った。現地に行くことはでさないが、僕たちに

でさることで被災地の))にはりたu、託してくださ

ったお金と心を屈けられるように煎彊りたbリ

災;;(l寺の野金活動や活動lt'lí'l~と文後先の辿絡調

m、地主主が行う外国憾の子どもたちのための日本窪

1'.<r;Tボランティアなどに繍織的;乙参加する。「活動

会通して何が必援なのか桐手優先で考えるととの大

切さを学んだ。多文化共生といわれるが、互いを理

解レ気持ちを通わせることでより良い社会につなが

ると(jじている」。国際文化学問13年。
.. -一一一一 一ー一ー一一一一

2011il:: 4月10日

".1 11新IJfJ

主管差益証言雪対
足三雲聖堂男手芝
@定ZS悲柔宅重

4月10日(日曜日)
-・IR:.:J泊目::11 (1]:: II''''{・1::1:1諸冨・・・
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.8本大lIllIを過してポランテdア活動の大切さをあ

らためて吸おりましに."11.にで曹ること』からボラン

ティアモ鎗めてみませんa、何時湖毎乙とで同く、

日常生活を見直すと、払たちが今いるところで、できる

ことがたくさんあ':>3:-r R亙Sところで、 いつでb、

どこでb、rlbにできるボランティアJを厄介します，

【笛刃/祖谷大学ボランティア・NPO這動センゴFー}
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学生ボランティアが縁で龍谷大が東北物産展
ない少しでも支慢になればと!と割る。

教股貝と~fjしてはセンターをJ!符する;!生スタ yフ

の片悶1i1険さん(3守:ょ "g型災を忘れない1:;'ーワード
に関関ででさることは市jかと巧え企日曲した 問災対のん

の々ことを患い!Jjれてくれる乃々 との交況がうれしく、

功みにはるt今筏も現22::行"にくてもでdるボランテ

ィア、被災者支!変を企罰していきたい」と思いを活ったt

販売債を務めた4寧1:の23
自明日召さんと石原竜太さん

は、 1:弓の箆裁でのボランテ

ィア:こ怠犯し、 lfEj~をtríい

た。 t必t活5動後モもJ筏災地のことfそE 
慰Uて

を=釘r:J、少しでも盛芳の支受

につながオ1:よと~ì;e:

さ図さん写真右)!主'筏災地から帰ってきて、その後

!主向もし4心、のでは意害者がなくはってしまう凶こうして

悶悶の人;こ切ってもら，，¥興開をもってbらうことが六

切、被災泡に行けなくても、jf!jgを買うことも立派なボ

ランテノア j、石伐さん悶1i.:.:I:cテレビや新測で見聞

きすることと、実際!こ被災Itの方と交流して知ることが、

まったく違っていることもある〈現地;こ勾さ、自分で見

聞さずることも人-切=fl:.にでさることがあれば穆加して

いさたい，と恩いをmった

1m谷穴学ボラン

テJア・'¥PO活

動センター:ま県汁 屋号~ PI 
t>:人;層建災復興立:~ 1 _..-;;. " 
フロジェクf-' Il!: ‘r_'ιr~ 島尽;

酬明記二ぉ冒蘭'〈::::ごと
がつ:P5乙尽tfjj .唖組f'r~.室主LAZa

がやってくる! . 置/'ι誼 ‘a‘盟主主1
を12月13rかG3f1'!lJ、ic:大学の渓y、沼田、穴宝のキ

ャンパスで蒋tm:こ行った写貝=大宮キb ンパス〉=

同大学ぶ!IJiと12月の2肉、ポランテノアパスを迎行

し、性fこうが怠該宗石巻市の控認で湾誌の簡の

<;trmである串!.fï!'iを次う;f-ラン子ノアを尖~~ IJ、さ73
ðJt付の箆草野!j:、 ll.!~で趨itl-!カやすべてなくな'たが、 I I月
19U!二箆股:む済取l:S内;二位.e笥区苦言ーおがつ:~こ屋絞ふ

をオーフン F.i\オープン前に;よ海宝勾信力1、思惑の~

j与ちをとお7宅さん努i号としてっき主たちを沼き、交流a

それがRとなり今向の'iJffl品販売が企魚]さオ1たz

阪三しと再聖心;よ-:tt，さのりととろろJ~しなわかめd
与とーの湖門前f廷の海産nをはじめ、間や阿南貨など

Il<ゲ~~1:;学生ボランテJ アが務め、.l!I~の空き時間だけ

でも協)1でさオ11まはどと、現地ポランテノア活動lこ参託

した学生ら50人が入拘符わりながら務めた、 :¥IIKのニ
ユースで紹介されたことから大宮学舎での販売05臼)に
は近隣の杯以1)'0わ受容があった3 援賀県長浜汚から紛

れた63設のt，(fHよ「ニュースで匂ったe縫災:主人ごとで
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新聞以外にも以下のメディアにおいて、本学学生や職員が出演し、ボランテイア・NPO活動センター

の活動を紹介しました。

日 付 マスコミ名 番組名

3月18日(金) NHK京都放送局 ニューステラス関西

6月6日(月) びわ湖放送 キラりん滋賀

9月16日(金) NHK京都放送局
京いちにち 被災地と京都

「学生たちが見た被災地」

2011年 12月14日(水) NHK大津放送局 おうみ発610

12月15日(木) エフエム滋賀
ハッピー!内コーナー

「平和堂マイデイリーライフ」

12月16日(木) NHKラジオ第 l ラジオ深夜便

12月16日(木) NHK大阪 おはよう日本

NHK大津、エフエム滋賀、およ

2012年 2月11日(土) ぴ県内コミュニティーラジオ放 防災ラジオ滋賀2012
送局3社
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